
⑴
障
害
者
の
雇
用
促
進

　

障
害
者
を
取
り
巻
く
雇
用
環
境
は
、
障
害
者
雇

用
促
進
法
の
改
正
・
施
行
等
を
背
景
に
徐
々
に
改

善
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
愛
媛
県
で
法
定
雇
用

率
を
満
た
し
て
い
な
い
企
業
は
約
半
数
存
在
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
県
内
企
業
を
対
象
に
障
害

者
雇
用
に
関
す
る
意
識
調
査
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
全
国
の
先
進
事
例
に
つ
い
て
事
例
調
査
を

行
っ
た
。

★ 
こ
れ
か
ら
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
む
企
業
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス

① 

経
営
者
、
従
業
員
の
意
識
改
革
～
知
的
・
精
神

に
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
に
取
り
組
む
～

② 

プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ
ス
面
を
列
挙
し
て
か
ら
、

ト
ー
タ
ル
と
し
て
経
営
判
断
す
る

③
障
害
者
雇
用
の
先
進
企
業
で
研
修
を
受
け
る

④ 

障
害
を
個
性
と
認
め
、
一
人
ひ
と
り
の
能
力
・

適
性
に
合
わ
せ
て
職
域
を
開
発
す
る

⑤ 

地
域
で
の
緊
密
な
連
携
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る

⑵
若
年
者
の
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

　

近
年
、
産
業
構
造
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
企
業

と
仕
事
を
探
す
人
の
希
望
が
か
み
合
わ
な
い
雇
用

私
と
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｒ

　

え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）

で
お
世
話
に
な
っ
た
３
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
、
今
で
は
時
々
郷
愁
に
か
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
業
種
や
職
種
が
異
な
る
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の
メ
ン

バ
ー
を
は
じ
め
、
国
や
県
、
市
町
の
担
当
部
署
、
大

学
や
専
門
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
、
さ
ら
に
愛
媛

県
内
外
の
企
業
の
方
々
と
貴
重
な
接
点
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
。
今
後
は
、
こ
の
３
年
間
で
の
出
会

い
、
発
見
、
気
づ
き
を
大
切
に
し
、
自
分
の
考
え
や

行
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
で
の
３
年
間
で
は
、
⑴
障
害

者
の
雇
用
促
進
、
⑵
若
年
者
の
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
、
⑶
愛
媛
に
ふ
さ
わ
し
い
協
働
推
進
体
制
、
の

３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

い
ず
れ
の
テ
ー
マ
も
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
が

進
む
愛
媛
県
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
学
識
経
験
者
、
企
業
、
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に
基
づ
い
て
、
課
題

の
解
決
に
向
け
た
実
行
可
能
な
提
言
を
織
り
込
ん

だ
。

　

以
下
、
こ
れ
ら
３
つ
の
テ
ー
マ
の
調
査
結
果
に

つ
い
て
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
た
い
。

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

企
業
の
求
人
行
動
と
一
般
就
職
者
、
大
学
生
の
就

職
活
動
に
関
す
る
調
査
か
ら
、
企
業
と
求
職
者
間

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
つ
い
て
調
査
分
析
を
行
っ
た
。

★
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト

① 

現
在
無
職
の
人
の
約
６
割
は
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
原
因
で
あ
る

② 

企
業
と
求
職
者
と
の
間
に
情
報
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
、
接
点
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
顕
在
化
し
て
い
る

③ 

人
材
の
能
力
・
資
質
に
不
足
を
感
じ
て
い
る
企

業
で
も
新
規
採
用
に
は
慎
重
で
あ
る

④ 

求
職
者
の
適
性
・
能
力
が
企
業
の
期
待
水
準
に

届
い
て
い
な
い

県内雇用・就職状況調査報告書

セ
ン
タ
ー
で
の

　
　
調
査
研
究
を
通
し
て
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最
後
に

　

こ
れ
ら
３
つ
の
テ
ー
マ
の
調
査
研
究
に
つ
い
て

は
報
告
書
の
完
成
を
持
っ
て
完
結
し
た
が
、
本
当

の
課
題
解
決
に
向
け
て
は
今
後
の
取
り
組
み
に
か

か
っ
て
い
る
。
調
査
報
告
書
を
多
く
の
方
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
、
や
す
ら
ぎ
笑
顔
あ
ふ
れ
る
『
え
ひ

め
づ
く
り
』
の
お
役
に
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
私
自
身
も
愛
媛
県
民
、
松
山
市
民
の

一
人
と
し
て
諸
活
動
に
参
加
し
、
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
各
方
面
で
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
対
し
て
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
。

⑤ 

企
業
と
若
者
と
の
間
で
、
求
職
者
に
求
め
ら
れ

る
資
質
・
能
力
に
認
識
の
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る

⑶
協
働
推
進
体
制
の
検
討

　

人
々
の
価
値
観
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

に
伴
い
、
福
祉
、
環
境
、
教
育
、
防
犯
・
防
災
な
ど

様
々
な
分
野
で
課
題
が
山
積
し
、
さ
ら
に
地
方
の

過
疎
化
な
ど
に
伴
い
、
人
々
の
つ
な
が
り
が
希
薄

化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
が

衰
退
し
て
き
て
い
る
。
一
方
で
、
行
政
課
題
の
高

度
化
・
多
様
化
が
進
み
、
行
政
単
独
で
は
十
分
に

対
応
し
き
れ
な
い
課
題
へ
の
対
応
が
重
要
性
を
増

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
へ
の
解
決
策
と
し
て
、
社
会
の

多
様
な
主
体
が
持
つ
能
力
や
資
源
を
最
大
限
に
発

揮
し
、
創
造
的
な
結
合
に
よ
っ
て
新
た
な
価
値
を

共
に
創
る
こ
と
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
県
に
お
い
て
、
様
々
な
主
体
が
対

等
か
つ
主
体
的
に
参
加
す
る
円
卓
会
議
を
モ
デ
ル

的
に
立
ち
上
げ
、
愛
媛
に
ふ
さ
わ
し
い
協
働
の
仕

組
み
や
体
制
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

★
愛
媛
に
ふ
さ
わ
し
い
協
働
の
ポ
イ
ン
ト

①
様
々
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決

◦ 

特
に
最
近
、
企
業
に
お
い
て
、
社
会
問
題
の
解

決
と
市
場
創
造
の
両
方
を
求
め
る
こ
と
が
Ｃ
Ｓ

Ｒ
（
社
会
的
責
任
）
の
新
潮
流
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
こ
の
た
め
、
企
業
を
よ
り
良
い
社
会
を
創
っ

て
い
く
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
地
域
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
込
ん
で
い
く
。

② 

様
々
な
主
体
が
連
携
し
て
関
わ
る
新
た
な
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仕
組
み

◦  

円
卓
会
議
と
い
う
手
法
の
普
及
、
地
域
円
卓
会

議
の
実
施

円卓会議の一コマ　後列立っている右端が筆者
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